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い
る
。
今
回
の
協
定
締
結
を
契
機
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
に
対
応
で
き
る
防
災
対
策
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
『
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現
に
一
層
努
め
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
を
も
と
に
、
災
害
発
生
時
に
は
、

必
要
に
応
じ
、
被
災
者
か
ら
の
土
地
・
家

屋
に
係
る
相
談
窓
口
の
開
設
等
を
行
う
予

定
で
す
。

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
２
３

　
本
市
で
は
、
都
市
圏
在
住
者
等
を
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
任
用
し
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・

Ｐ
Ｒ
な
ど
の
地
域
お
こ
し
活
動
を
行
い
な

が
ら
、
協
力
隊
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
徳
地
地
域
に
お
い
て
「
徳

地
地
域
の
振
興
作
物
等
の
情
報
発
信
、
栽

培
技
術
の
習
得
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る

宇
野
貴
之
さ
ん
と
世
良
舞
奈
さ
ん
が
着
任

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
４
月
16
日
（
水
）
に

着
任
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
作
物
栽
培
の
基
礎

を
学
び
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら

得
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
存
分

に
生
か
し
、
新
し
い
発
想
で
徳
地
地
域
の

振
興
作
物
等
の
情
報
発
信
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
お
二
人
の
活

に
し
っ
か
り
と
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

総
務
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
９
０
８

　

４
月
14
日
（
月
）、
山
口
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
と
本
市
が
災
害
時
に
お
け
る
被

災
者
へ
の
支
援
及
び
協
力
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
締
結
に
あ
た
り
、
市
長
は
「
災
害
時
に
お

い
て
、
被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
の
土
地
や

家
屋
に
係
る
相
談
等
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ

と
は
、
被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
再
建
支
援
に

確
実
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て

　

４
月
14
日
（
月
）、
中
国
芝
浦
電
子
株

式
会
社
様
が
山
口
銀
行
様
の
「
法
人
向
け

寄
付
型
定
期
預
金
」
を
活
用
し
、
寄
付
先

に
本
市
を
ご
指
定
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

山
口
銀
行
様
か
ら
20
万
円
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
心
温
ま
る
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
本
年

は
新
市
発
足
か
ら
20
年
を
迎
え
る
節
目
の

年
で
あ
り
、
中
国
芝
浦
電
子
株
式
会
社
様

に
も
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
新
本
庁
舎
棟
も

無
事
完
成
し
、
５
月
７
日
か
ら
供
用
を
開

始
す
る
。
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
に
つ
い
て

は
、
本
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
『
ず
っ
と

元
気
な
山
口
』
の
実
現
に
向
け
た
諸
施
策

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

問   問   

中
国
芝
浦
電
子
株
式
会
社
、

山
口
銀
行
か
ら
寄
付
金
を
受
贈

問   問   

▲記念撮影の様子（左から、山口銀行
の小池専務、中国芝浦電子株式会社
の河村代表取締役、市長）

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
と

「
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関

す
る
協
定
書
」
を
締
結

▲記念撮影の様子（山口県土地家屋
調査士会の乗川会長（右）と市長）

山
口
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

着
任
式
を
開
催

動
が
、
徳
地
で
暮
ら
し
た
い
、
あ
る
い
は

故
郷
に
戻
り
た
い
、
移
住
し
た
い
と
考
え

る
す
べ
て
の
方
々
を
後
押
し
し
て
く
れ
る

存
在
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
宇
野
さ
ん
は
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
、
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
問
題・

課
題
に
対
し
て
、
心
折
れ
る
こ
と
な
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」、
世
良
さ
ん

は
「
徳
地
の
農
業
の
魅
力
を
私
自
身
が
発

見
し
て
、
皆
さ
ん
に
発
信
し
て
い
け
る
よ

う
頑
張
り
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

徳
地
農
林
振
興
事
務
所
☎
０
８
３
５
‐

５
２
‐
１
１
１
５

　

４
月
29
日
（
火
・
祝
）、
現
代
詩
人
の

登
竜
門
と
さ
れ
る
第
30
回
中
原
中
也
賞
贈

呈
式
を
、
湯
田
温
泉
ユ
ウ
ベ
ル
ホ
テ
ル

▲記念撮影の様子（左から、市長、
世良さん、宇野さん）

「
第
30
回
中
原
中
也
賞
」
贈
呈
式

を
開
催

問   問   
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田
中
勇
（
地
方
自
治
功
労 

77 

元
山
口
市
議
会
議
員
）

  　
　
　
　

   

坂
井
清
美
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労 

76 

元
（
一
社
）
山
口
県
柔
道 

  

協
会
副
会
長
）　　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
小
川
全
夫
（
教
育
研
究
功
労 

81 

九
州
大
学
名
誉
教
授
）
／
藤
部

秀
則
（
地
方
自
治
功
労 

72 

元
山
口
県
副
知
事
）　　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
十
河
悟
（
教
育
功
労 

71 

元
公
立
高
等
学
校
長
）
／
藤
井
哲
男
（
地

方
自
治
功
労 

71 

元
山
口
県
総
合
企
画
部
長
）

                

田
中
豊
弌
（
厚
生
労
働
行
政
事
務
功
労 

80 

元
厚
生
労
働
省
労
働
基

準
局
労
災
補
償
部
補
償
課
労
災
保
険
審
理
室
長
）
／
平
井
直
實
（
警
察
功
労 

82 

元
山
口
県
事
務
吏
員
）／
本
廣
正
則（
地
方
自
治
功
労 

76 

元
下
関
市
副
市
長
）／

小
田
二
郎
（
消
防
功
労 

65 

元
山
口
市
消
防
監
）
／
西
坂
章
士
（
警
察
功
労 

75 

元
山
口
県
警
部
）
／
西
村
隆
男
（
警
察
功
労 

74 

元
警
視
正
）
／
橋
永
良
文
（
警

察
功
労 

74 

元
山
口
県
警
部
）／
松
原
治
司（
警
察
功
労 

74 

元
山
口
県
警
部
）／

森
山
勝
美
（
警
察
功
労 

74 

元
山
口
県
警
部
）
／
山
本
洋
行
（
防
衛
功
労 

61 
元
３
等
陸
佐
）

　
　
　
河
村
吉
人
（
消
防
功
労 

73 

元
山
口
市
消
防
団
分
団
長
）
／
鈴
木

庸
德
（
警
察
功
労 

84 

元
警
察
庁
技
官
）
／
藤
本
教
二
（
消
防
功
労 

76 

元
山

口
市
消
防
団
分
団
長
）
／
伊
藤
勝
裕
（
防
衛
功
労 

61 

元
３
等
空
尉
）
／
河
村

直
樹
（
防
衛
功
労 
61 
元
３
等
陸
尉
）
／
藏
田
一
彦
（
防
衛
功
労 

62 

元
准
陸

尉
）
／　
川
修
治
（
警
察
功
労 

75 

元
山
口
県
警
視
）
／
藤
本
厚
志
（
矯
正
業

務
功
労 

65 

元
法
務
事
務
官
）
／
松
本
政
男
（
警
察
功
労 

74 

元
山
口
県
警
部

補
）
／
森
川
茂
生
（
警
察
功
労 
74 
元
山
口
県
警
部
）
／
吉
本
光
雄
（
防
衛
功

労 

72 

元
准
陸
尉
）
／
渡
邊
孝
太
郎
（
警
察
功
労 

74 

元
山
口
県
警
部
補
）

             

さ
や
ま
蟻
の
会
（
社
会
奉
仕
活
動
功
績 
現
地
域
交
流
支
援
活
動
奉
仕

  

団
体
）

             

寺
内
毅
一
郎
（
社
会
福
祉
功
績 

82 

現
民
生
・
児
童
委
員
）

　総務課 ☎ 083-934-2908問問

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
中
綬
章

旭
日
双
光
章

令和 7 年春の叙勲・褒章および第 44 回危険業務従事者叙勲受章者

旭
日
単
光
章

藍
綬
褒
章

春の叙勲・褒章および危険業務従事者叙勲を、市内の 29 人および 1 団体の方が受章されました。
受章された方は次の通りです。※（　）内は功績、年齢、主要経歴（敬称略）

緑
綬
褒
章 

松
政
で
行
い
ま
し
た
。
同
賞
は
中
也
の
業

績
の
顕
彰
を
目
的
に
１
９
９
５
年
に
創
設

し
、
今
回
は
全
国
か
ら
２
４
７
点
の
応
募・

推
薦
の
中
か
ら
、
高た

か
む
ら
じ
よ
う

村
而
葉
さ
ん
の
詩
集

『
生
き
て
い
る
も
の
は
い
つ
も
赤
い
』
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
高
村
さ
ん
は
「
自
分
が
信
じ

ら
れ
る
ま
で
手
を
離
さ
な
か
っ
た
言
葉

が
、
誰
か
に
と
っ
て
良
い
も
の
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
長
い
間
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
こ
の
詩
集
は
２
０
０
５
年
か

ら
２
０
２
３
年
に
手
掛
け
ら
れ
た
22
篇
の

詩
を
収
録
し
た
第
一
詩
集
と
の
こ
と
で
、

大
変
な
御
努
力
の
19
年
間
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
賞
を
さ
ら
な

る
飛
躍
へ
の
一
歩
と
し
て
、
今
後
も
精
力

的
に
、
詩
作
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
期
待
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
３

問   問   

▲市長（左）から賞状（山口萩焼の
陶板）を受け取る高村さん（右）

表
紙
の
写
真

問
広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

Ｓ
Ｌ
が
走
る
日
常

　

表
紙
の
写
真
は
、
新
山
口
駅
を
出

発
し
、
津
和
野
駅
へ
向
か
う
Ｓ
Ｌ
や

ま
ぐ
ち
号
の
様
子
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
山
口
線
は
、
令
和
５
年
に
新

山
口
駅
か
ら
益
田
駅
ま
で
の
全
線
が

開
通
し
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
3
月
に
は
、
山
陽

新
幹
線
が
新
大
阪
・
博
多
間
の
全
線

開
通
か
ら
50
周
年
を
迎
え
る
な
ど
、

小
郡
地
域
は
、
鉄
道
や
他
の
公
共
交

通
と
と
も
に
山
口
県
の
陸
の
玄
関
と

し
て
、
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
は
、
市

民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段

と
し
て
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
力
強

く
走
る
そ
の
姿
は
、
市
内
外
の
多
く

の
観
光
客
を
も
惹
き
つ
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
ま
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き

た
「
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
が
走
る
日
常
」

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

文
化
や
美
し
い
景
観
と
い
っ
た
私
た

ち
の
暮
ら
す
ま
ち
が
持
つ
魅
力
を
再

認
識
さ
せ
て
く
れ
る
存
在
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

▲出発式には多くのＳＬ
やまぐち号ファンが詰め
かけました。


